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第三セクター赤字

いきいきダウン高浜はどうなる?

いきいきダウン高浜の大規模園芸施設

累積赤字の経営危機をどう乗り越えるか。

道の駅シーサイド高浜を運営していた第ニセ
`フ

ダーいきいきダウン高浜

は今、農業事業に特化しハウス施設を建設し管理会社としてリース、ミニ

トマトやイチゴが栽培されている。

令不□元年、大規模園芸施設を青戸に建設したが経営人材がなく直営する

も、工事遅れ、技術者、人不足で栽培が追い付かず、病害発生、コロナ禍

で価格低迷、前年度までの累積 5,013万円を合わせ 9,85ア万円の赤字とな

る。高浜町の借り入れ分を含め 1億 4,280万円の負債となる。事業移管を

含め抜本的な方針転換が求められる。町内民間同業者と栽培支援の協議を

されている。

社長である町長は、公表遅れと管理不行届を謝罪、長期戦になるがしつ

かり債務返済すべく12月 めどに解決策を出したいと発言。議会では、こ

の問題を総務産業常任委員会で継続して審議する。

(松 岡 茂 和 )

誅

オンライン会議の実施状況

海水浴場途中閉鎖
夏期観光事業者

纂

に伴う支援、
を守る

争

総務費 :31億 5,534万 5,343円
コロナ対策、持続化給付金事業、赤ふん坊や通
貨配布事業等の実施など

民生費 :18億 4,991万 6円
保育所整備事業、コロナ対策に関わる医療従事
者への給付事業等など

農林水産費 :20億 4,2フア万 9,006円
高浜漁港再整備事業、水産振興事業など

土木費 :24億 6,875万 425円
道路新設事業や道路己実良事業、用地補償等に支
出など

令和2年度はヨロナ感染症拡大により、コ

ロナ対策費や経済活性化事業が計上され、

審議を行つた。また議会は、行政側に対し

て「総合計画」による公営施設の新設や解体、

町づくりに関する業務委託等は、将来を見

据えた計画や委託先となるよう求めた。

〓
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高浜町議会委員会条例、会議
規則の一部を改正

オンラインによる委員会への参カロが可能となる

オンライン会議の開会方法等について規定するために、高浜町議会委員

会条例および高浜日丁議会会議規則の一部を改正した。

【オンライン会議が認められる場合】

0重大な感染症のまん延防止措
置の観点から又は大規模な災

害の発生等により会議の招集

場所への参集が困難と判断さ

れる実情がある場合

②育児、介護その他のやむを得

ない事由により会議の招集場

所への参集が困難な委員から

オンラインを活用した会議の

開会の求めがある場合

※オンライン会議…映像と音声の送受信により相手の状態を相互に確認

しながら通話することができる方法

令和2年度一般会計
歳入歳出決算を認定 !!

歳出総観 123億 も,16フ万4,808闘 歳入総額 130億 322万 2,963円

発
行
日

【
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
）

新型コロナウイルス感染症の影

まつた海水浴場開設であるが、福

伴い途中閉鎖になって しまった。

売り上げ減少への支援と、次年度

め、一般会計より1,460万 円の夏

補正予算で計上。対象は宿泊業、

含 )、 飲食料品小売業、駐車場業な

3年 の8月 の売 り上 げを比較 し

とが条件で、開設をしていた事業

粛をしていた事業者は上限 10万円

議会では、開設をしていた事業

の差が明確でないことや、そもそ

い考えでなかったのか等の

質疑が出た。巴丁長に対する

総括質疑では補助金のあり

方について質疑したが、あ

るべき理想と政治的判断の

狭間で考えた上での予算で

ある。との答弁があつた。

響により、一度 |よ開設が決

井県発出の緊急事態宣言に

高浜町では途中閉鎖に伴う

開業に向けて応援するた

期観光事業者支援補助金を

飲β サー ビス業 (浜 茶屋

どである。令和元年と令和

20%以上の減少があるこ
者は上限 25万円、営業自

の補助金額となる。

者と自粛をしていた事業者

も開設判断時に補助 |よ しな

町税 :39億 6,975万 5,801円
DT民税や固定資産税であり、前年より約4,000
万円の増カロ

国庫支出金 :40億 8,479万 8,173円
電源立地地域対策交付金は一部事業が繰り越し
となり105%減

県支出金 :19億 1,729万 9,274円
核燃料税交付金の減少等により、前年比89%
減少

(河 島 浩 彦 )

主な歳入項目
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９
月
定
例
会

全会一致で決定した案件

賛否が分かれた案件

本
会
議
で
の

質
疑
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討
論

令
和
３
年
度
高
浜
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一
般
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）
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期
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光
事
業
者
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補
助
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轟
謎
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靴
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目

扇

自

■

今
年
は
、
海
水
浴
場
が
途
中
閉
鎖
と

な
っ
た
た
め
、
開
設
期
間
を
考
慮
し
た
。

色
層

観

国

▼
妙
見
山
登
山
道
改
修
工
事

一的仰〕抑弾坤榔凛州評泄衛揃）

自
扇

自

■

利
用
者
の
方
々
と
再
度
現
地
に
て
協

議

・
検
討
の
上
、
改
修
方
法
や
施
工
場

所
な
ど
決
定
し
た
い
。

ａ
風

剛

吊

▼
予
防
接
種
事
業

接
種
業
務
と
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
ダ

ー
業
務
の
委
託
先
は
。

籠

日

日

■

接
種
業
務
は
、
若
狭
高
浜
病
院
と

和
田
診
療
所
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
は
、
い
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
中

部
福
井
支
店
。陳

情
１
号

辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
と
、
普

天
間
基
地
の
沖
縄
県
外

・
国
外
移

転
に

つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行

い
、
憲
法
に
基
づ
き
公
正
か
つ
民

主
的
に
解
決
す
べ
き
と
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

儘
口
剛
団
醐
〕
西
野
朋
宏
議
員

昨
今
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
、
ま

た
日
米
安
保
条
約
の
観
点
か
ら
も
、

反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論
　
渡
邊

孝

議
員

沖
縄
県
の
米
軍
基
地
は
、
戦
後
強

奪
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
返
還
は
当
然
。

名
護
市
辺
野
古
で
の
新
基
地
建
設
は

中
止
す
べ
き
。議

案
第
５３
号

令
和
３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

色
鰤
邸
日
Ｗ
児
玉
千
明
議
員

一
般
財
源
８
２
８
万
円
を
使

っ
た

農
場
改
善
支
援
業
務
委
託
料

で
あ
る

が
、
実
質
は
大
き
な
負
債
を
抱
え
た

第
ニ
セ
ク
タ
ー
の
為
だ
け
の
予
算
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
支
援
事
業
は
企

業

の
抱
え
る
課
題
の
根
本
的
改
善
に

な
ら
な
い
為
、
反
対
。

賛
成
討
論
　
上
尾
徳
郎

議
員

農
場
改
善
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、

持
続
可
能
な
事
業

・
経
営
と
な
る
よ

う
に
指
導

・
監
督
を
申
し
入
れ

て
、

賛
成
と
す
る
。

色
口
団
耐
醐
〕
松
岡
茂
和
議
員

第
ニ
セ
ク
タ
ー
の
赤
字
解
消
に
向

け
、
更
に
公
金
を
使
う
の
に
は
町
民

へ
の
説
明
責
任
を
伴
う
が
明
確
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
も
示
さ
な
い
早
急
な
公
金

支
出
は
反
対
。

賛
成
討
論

一
井
上
順
也

議
員

農
場
改
善
支
援
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
は
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー
の
赤
字
解

消
に
確
実
に
つ
な
げ
る
事
を
強
く
要

望
す
る
。

認
定
．第
１
号

令
和
２
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

□
四
剛
副
印
Ｗ
渡
邊

孝
議
員

一
般
会
計
歳
入
の
約
４０
％
が
危
険

な
原
発
に
依
拠
し
て
い
る
。
「
６
次
産

業
施
設
建
設
」
、
保
育
所

・
幼
稚
園
を

併
設
し
た
「認
定
こ
ど
も
園
」
建
設
、

等
に
反
対
。

賛
成
討
論

一
上
尾
徳
郎

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
適
時

・
的
確
に
実
施
し
、
電
源

立
地
対
策
交
付
金
が
幅
広
く
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

認
定
第
Ｈ
号

令
和
２
年
度
高
浜
町
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

箇
簡
酎
酪
Ｗ

渡
邊

孝

議
員

「加
入
金
」
は
資
本
金
で
は
な
く
営
業

収
入
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
日
の

民
営
化
に
反
対
。

賛
成
討
論

一
磯
部
武
史

議
員

加
入
金
を
資
本
的
収
支
と
し
て
も
間

違
い
で
は
な
い
。

高
浜
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

号

一
ｏ
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発
行
日

一
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
）

二

●
¨
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二

●
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】
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一
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】
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○ …賛成 ×…反対 △…棄権 ▲…欠席  ※議長等採決に参力Bしない議員|よ 「/」 となります

質

疑

質
疑
討
論
。採
決
一覧

〔予算案件】

令和2年度高浜B丁道路用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定

令不日3年度高浜B丁道路用地先行取得事業特別会計補正予算(第 1号 )

令不B2年度高浜巴」国民健康保険診療所特別会計歳入歳誂決算認定

令和2年度高浜巴」後期高齢者医療特別会計歳入歳批決算認定

令不□2年度高浜日]公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

令不B3年度高浜日丁公共下水道事業特別会計補正予算(第 1号 )

令和2年度高浜日」国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

令和2年度高浜D」簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

令不B2年度高浜日丁集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

令不B2年度高浜団丁宅地分譲事業特別会計歳入歳出決算認定

令和3年度高浜阿国民健康保険特別会計補正予算(第2号 )

令不B3年度高浜巴丁集落排水事業特別会計補正予算(第 1号 )

全員賛成
可決

全員賛成
認定

議案第54号

議案第55号 令和 3年度高浜阿介護保険特別会計補正予算(第2号 )

議案第56号

議安木第5フ号

議案第58号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号 令和2年度高浜D丁介護保険特別会計歳入歳出決算認定

認定第6号

認定第フ号

認定第8号

認定第9号

認定第 10号

議案第59号 高浜日丁指定ごみ袋購入契約

議案第60号 橋梁補修工事 (清水橋)請負契約

算認定】

【契約案件〕

P13

P12

P13

P12

P12

P43

P12

P13

P12

P13

P12

P13

P12

P12

P13

P13

全員賛成
可決

【委員会提出議案】

【同意案件〕

同意第 2号 教育委員会委員の任命について

全員賛成
可決

全員賛成
同意

発委第3号

発委第4号

高浜日丁議会委員会条例の一部を己実正する条例

高浜団丁議会会議規貝」の下部を改正する規則

P15

P15

議決結果 関連ページ議案番号 議案名

質
疑
討
論
・採
決

一覧

討

論

討

論

〔予算案件】

令和3年度高浜町一般会計補正予算(第 2号 )
P5
P10

議案第53号

認定第1号 令不82年度高浜町一般会計歳入歳出決算認定

○

×

× O○ ○× ○○ ○× O○ ○

○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○

【決算認定】

P5
P10

賛成多数
認定

賛成多数
可決

認定第11号
令和 2年度高浜町水道事業特別会計
歳入歳出決算認定

賛成多数
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ×

P5
P12

【陳 情】

陳情第1号
辺野古新基地建設中止と、普天間基地の沖縄県外 ,国外
移転について国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ
民主的に解決すべきとする意見書の採択を求める陳‖青

賛成少数
不採択

× × × × × × × ○ × × × × ○
P5
P12

1松

1議
決結果 i井 軒縫出議案番号 i 議案名

河 松 1矢 児 1西 1井 1大 上 1廣

島 岡 i野 玉 1野 1上 1塚 尾
―
瀬
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子どもの居場所「児童・

青少年センター」の設置を

与ユ‐

今夏の海水浴場
開設の経緯は?

す
・ｉ　
　
　̈
　
　
Ｗ
一　
　
！一

鐘
t産業振興課長 )

当初は開設可能と判断したが、
状況の変化に対応して閉鎖した

1町 長 |

若者世代をターゲットに希望する施設を
調査・検討していきたい

，
一　
　
　
一一‐……ｉ，…≡一■
一柿
」
一一一
一≡

尾 徳 .

高浜児童センター

木造密集地狭あい道路

◆
子
ど
も
達
の
「居
場
所
」
の
現
状

と
対
策
つ
い
て

「児
童
館
二
児
童
セ
ン
ダ
ー
」

の
現
状
と
対
策
は
。

「児
童
館
」
は
三
松
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
を
検
討
す
る

中
で
他
の
施
設
へ
の
機
能
移
管
を

検
討
す
る
。
「児
童
セ
ン
タ
ー
」
は
「

廃
止
」
の
方
向
だ
が
、
求
め
ら
れ
る

機
能
な
ど
を
担
当
課
だ
け
で
な
く

関
係
各
課
を
交
え
て
協
議

・
検
討

し
て
い
く
。

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

不
登
校
や
問
題
を
抱
え
た
子

供
た
ち
の
学
校
や
地
域
で
の

相
談
の
現
状
は
。

団団鰯
コ
ロ
ナ
禍
で
の
夏
休
み
中
の

「放
課
後
児
童
グ
ラ
ブ
」
の
利

用
状
況
と
支
援
員
の
配
置
は
。

夏
休
み
中

の
利
用
者
数
は
９８

名

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
限
定
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

支
援
員
は
１２
名
（７
名
が
有
資
格

者
）を
配
置
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
と
も

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
は
町
内
全

て
の
海
水
浴
場
を
閉
鎖
し
た

が
、
今
年
は
部
分
的
に
４
ケ
所
を

開
設
し
、
８
月
１１
日
に
閉
鎖
し
た
。

今
年
の
方
が
開
設
の
リ
ス
ク
は

高
か

っ
た
と
思
う
が
、
開
設
に
踏

み
切

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
間
う
。

し
て
開
設
可
能
と
判
断
し
た
。
し

か
し
、
福
井
県
独
自

の
緊
急
事
態

宣
言
を
受
け
、
８
月
Ｈ
日
に
閉
鎖

に
至

っ
た
。

◆
高
浜
発
電
所
の
コ
ロ
女
感
染
状

況
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
と
の
情
報
共
有
並
び
に

注
意
喚
起
に
つ
い
て
町
の
姿
勢
を

間
う
。

鰯
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
応
策
に
手

探
り
感
が
否
め
ず
、
関
係
者
も
不

安
や
恐
怖
を
抱
え
た
た
め
開
設
す

る
こ
と
は
難
し

い
と

い
う
判
断
を

し
た
。

今
年
は
有
効
か
つ
重
点
的
な
感

染
防
止
策
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
、

最
新
の
知
見
を
反
映
さ
せ
た
「感
染

防
止
対
策
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
、
事
業
者
や
浴
客

へ
周
知
し

実
践
す
る
こ
と
で
、
「高
浜
町
安
心
・

安
全
な
海
　
構
築
会
議
」
の
総
意
と

８
月
以
降
、
他
府
県
カ
ウ
ン

ト
も
含
め
高
浜
発
電
所
関
連

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
３‐
名
と
報
告

幸議員
i検討委員会は「民設民営方式」に結論

◆
学
校
給
食
セ
ン
ダ
ー
再
整
備
に

つ
い
て高
浜
町
学
校
給
食
セ
ン
ダ
ー

の
新
築
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
以
下
、
間
う
。

全
員
協
議
会
で
の
説
明
で
は
調

理
に
必
要
な
設
備
、
機
器
類
等
は

町
が

用
意
す
る
と

い
う

こ
と

で

あ

っ
た
が
、
「検
討
委
員
会
報
告

書
」
で
は
、
建
物

の
建
築
、
給
食

事
業
に
必
要
な
設
備
、
機
器
、
備

品
等
す
べ
て
業
者
所
有
と
あ
る
。

矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

営
利
目
的
の
民
間
業
者
に
給
食

事
業
を
任
せ
る
こ
と
で
「学
校
給

食
法
」
や

「食
育
基
本
法
」
の
目
的

に
沿

っ
た
給
食
が
保
障
さ
れ
る
の

か
。

田鰯

鶴

建
物
は
じ
め
、
出
来
上
が

っ

た
施
設
の
す
べ
て
の
所
有
権

は
業
者
に
あ
る
。

口

錦

堤

嘘
弾
鷹
潮
構
腱
一
融

「民
設
民
営
方
式
」
が
最
適
と
し
て

い
る
。

田鰻田

一一
・一一・一一一
・．・一一．
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国
の
基
準
に
当
て
は
め
て
、

令
和
２
年
度
で
は
１２
名
（小

学
生
１
名
中
学
生
６
名
）。
今
年
度

１
学
期
終
了
時
、
７
名
（小
学
生

１
名
中
学
生
６
名
）。
相
談
件
数
は
、

高
浜
公
民
館

の
適
応
指
導
教
室

「は
ま
な
す
教
室
」
で
教
員
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
８２
件
。
学
校
内
で
は
ス
ク
ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ

１

４

名

に

よ

り

７

２

８

件
。
相

談

員

４
名

に
よ

る

身

近

な
相

談

な

ど

４

９

９

０
件
。

昨
年
度
ま
で
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法

人
に
委
託
し
て
い
た
が
（
本

年
度
は
体
制
が
整
わ
ず
高
浜
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
、

庁
舎

２
階

に
「相
談

窓

口
」
を
設

置
。リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

・
危
険

家
屋
除
却
支
援
事
業
な
ど
実
施
し
、

空
き
家

の
利
活
用
促
進

・
適
正
管

理
。
老
朽
空
き
家
対
策
を
実
施
し

て
い
く
。

田鐵ｍｗ聞味嚇軸削蜘嚇聞離帯蝶

協
働
の
取
り
組
み
と
専
門
知
識
が

高
齢
化
率
が

一
番
高
く
、
密

集
市
街
地
で
あ
る
塩
土
地
区

を

モ
デ

ル
地
区
と
し

て
ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ

の
準
備

を
進
め

て
い

る
。
地
元
の
声
を
施
策
に
反
映
し
、

協
働
で
事
業
を
実
施
す
る
。
現
在
、

専
門
家
に
作
業
を
委
託
し
、
事
業

を
進
め
て
い
る
。

栄
養
教
諭
が
作
成
す
る
「献

工送

に
基
づ
き
、
「食
材
を
選

定
、
調
達
」
し
た
う
え

で
、
業
者

が
「給
食

の
調
理
作
業
」
に
入
る
。

学
校
給
食
関
係
法
令

で
は
こ
の

一
連

の
工
程
を
自
治
体

の
責
務
と

し
て
い
る
。

団

隷

Ⅳ

γ
禦

巽

嘲

業
者
に
す
べ
て
を
任
せ
る
堅
調
負
」

で
は
な
く
法
が
禁
じ
る
「偽
装
請

負
」
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。

請
負
事
業
は
業
者
に
す
べ
て
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
り
、
発
注
者

で
あ
る
町
が
指
揮
命
令
す
れ
ば
そ

「検
討
委
員
会
報
告
書
」
は
あ

く
ま
で
参
考
で
あ
る
。

若狭和田

Ⅲ
ビーチ駐車場

◆
空
き
家

・
木
造
密
集
市
街
地
対

策
に
つ
い
て

空
き
家
相
談
窓
□
が
役
場
２

階
に
設
置
さ
れ
た
経
緯
と
、

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
の
方
針

よ

。

動

事
業
者
に
対
し
て
感
染
拡
大

の
懸
念
が
大
き
く
な

っ
た
時

点
で
、
感
染
防
止
対
策
の
要
請
書

を
発
し
、
徹
底

し
た
感
染
予
防
、

拡
大
防
止

の
実
行
を
要
請
し
て
い

る
。

◆
五
色
山
公
園
の
施
設
に
つ
い
て

ゼ
ミ
ハ
ウ
ス
や
匠
の
美
術
館

等

の
施
設
は
本
来

の
目
的
、

機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
以
下
に

間
う
。

①
施
設
利
用
の
現
状
は
。

②
美
術
館
と
し
て
の
機
能
に
間

題
は
な
い
か
。

③
芸
術
関
係
は
、
教
育
委
員
会

の
管
轄
だ
と
思
う
が
連
携
は
。

①
ゼ
ミ
ハ
ウ
ス
は
ほ
ぼ
使
わ

れ
て
い
な
い
。②
「格
式
高
い

本
格
的
な
美
術
館
」
で
は
な
く
地
域

に
根
付
き
、
気
軽
に
自
然
や
芸
術

に
触
れ
、
体
験
で
き
る
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
た
。
課
題
点
は
あ
る

が
、　
一
定
水
準
の
保
管
管
理
は
出

来
て
い
る
。③
教
育
委
員
会
所
管
の

収
蔵
庫
が
あ
り
、
情
報
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
管
理
し
て
い
る
。

爾れ
は
偽
装
請
負
に
な
る
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
「公
設
公
営
」
に
す
べ

き
で
あ
る
。

鰯

必
要
と
な
る
が
、
事
業
推
進
の
方

針
は
。

國|

f

◆
キ
ツ
ネ
の
住
み
着
き
問
題
に
つ

い
て伍Ｗ喘鞄駆鞠駒腱残繭靱剛駒

に
迷
惑
を
及
ば
し
て
い
る
。
対
策

よ

。爾
周
辺
住
民
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
る
。
ま
ず

は
、
住
み
着

く
環
境
の
改
善
が
必
要
。

草
刈
り
、
餌
付
け
の
禁
止
、
生

ご
み

・
ペ

ツ
ト
フ
ー
ド
を
放
置
し

な

い
な
ど
協
力

を
お
願

い
し
た

い
。
追

い
払

い
よ
う
「忌
避
剤
」
の

支
給
な
ど
も
実
施
し
た
い
。

発
行
日

中
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
） 五色山公園ゼミハウス

一　
般
　
質
　
問
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般
　
質
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〔1範懇ふ
新しいルール作りに
着手する

C運襲嶼難勲輯う
「地域の方々との話し合いを重ねること」
が最重要と考えている轟土膿也載

ｍ
ｗ
科
脚
箸

脚
齢
嚇
靴
肺
侍
醐
鶏

地

と

な

る
田

圃
が

増

加

し

て
い

る
。国

土
保
全
や
治
水
の
観
点
か
ら

田
圃
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
や
手
立
て
を
持

っ
て
対

応
し
て
い
く
べ
き
重
要
な
問
題
と

認
識
し
て
い
る
。

「人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
設
定
し
、

見
直
し
な
が
ら
実
質
化
を
進
め
て

い
る
。
取
り
組
み
は
着
手
し
た
ば

か
り
だ
が
、
各
集
落
で
も
協
議
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

集
積
を
進
め
農
作
業

の
効
率
化

の

改
善
を
図
る
取
り
組
み
に
着
手
し

て
い
る
。

引
き
続
き
町
内
圃
場
の
大
区
画

化
や
施
設
整
備
を
進
め
、
農
業
用

排
水
路
や
た
め
池
改
修
等
の
農
業

生
産
基
盤
整
備
を
進
め
る
。

耕
作
放
棄
地
栽
培
は
、
土
質

水
分
調
整
等
難
し
い
。
収
益

を
考
え
れ
ば
畑
中
心
と
し
、
畑
で

栽
培
で
き
る
品
日
に
絞

っ
た
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
状
況
に
つ
い

て

ワ
グ
チ
ン
の
集
団
接
種
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か

。

置
か
れ
た
状
態
が
続
い
た
の
は
な

ぜ
か
。

団団 団爾 田観 田ロ

団

小
規
模
農
地
が
多
く
、
効
率

化
の
面
で
も
負
担
大
き
い
。

国
場
の
区
画
整
備
と

一
体
的

に
担

い
手

へ
の
農
地
集
約

・

◆
高
浜
町
の
安
全
、
安
心
な
町
づ

く
り
に
つ
い
て

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
事
故
の

対
応
策
は
。

９
月
末

の
「海

の
安
心
安
全

な
海
構
築
会
議
」
で
課
題
を

通
学
路
の
危
険
個
所
の
改
善

時
期
は
。

児
童
、
生
徒

の
通
学
路

の
危

険
箇
所
で
、
町
と
し
て
ハ
ー

熱
海
市
で
発
生
し
た
よ
う
な

土
砂
災
害
は
、
当
町
で
は
大

丈
夫
か
。
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な

ど
力
量
を
持

っ
た
職
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
内
で
の
上
砂
災
害
危
険
個

所
に
つ
い
て
、
支
障
が
な

い

と
判
断
し
て
い
る
。
職
員
の
防
災

知
識
向
上
、
養
成
を
行

っ
て
い
く
。

常
日
頃
か
ら
危
機
管
理
意
識
を

持

っ
て
、
職
務
に
あ
た

っ
て
い
く
。

整
理
し
、
新
し
い
ル
ー
ル
作
り
に

着
手
し
、
漁
業
者
、
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、
個
人
に
周

知
す
る
。

ド
的
に
対
応
す
る
９
箇
所
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
中
に
実
施
す

る
。

ｍ
〕
脚
執
値
輸
畔
報
翔
淀
如
嘘
Ⅶ

耕
作
機
械
の
負
担
も
大
き
い
が
支

援
で
き
な
い
か
。

団
組
合
保
有
と
い
う
形
で
購
入

な
ら
支
援
で
き
る
。
組
合
保

有
で
賃
借
の
形
が
今
後
は
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

薬
草
産
地
育
成
事
業
は
、
耕

作
放
棄
地
活
用
も
考
え
て
ス

ダ
ー
ト
し
た
は
ず
。
畑
中
心
の
品

目
に
な
っ
た
理
由
は
。

囲

ロ園ロ

若狭不□田ビーチ

ヤ́
■藝 ヨ

団
◆
海
浜
漂
着
ご
み
処
理
に
つ
い
て

ｍｗ呻腕嚇嚇獄州れてだ勒倒

使
い
果
た
し
、
仮
置
き
場
に
留
め

９
月
か
ら
個
別
接
種
を
和
田

診
療
所
、
若
狭
高
浜
病
院

で

始
め
る
。

９
月
中
は
和
田
診
療
所
で
２４
人

×
３
日
、
若
狭
高
浜
病
院
で
６０
人

×
７
日
実
施
し
、
現
在

の
希
望
者

に
対
応
す
る
。
１０
月
以
降
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種

の
対
応
も
あ

る
た
め
、
和
田
診
療
所

の
み
の
対

応
と
な
る
。

希
望
状
況
に
よ
り
、
接
種
日
を

増
や
し
て
対
応
す
る
。

ア
フ
ダ
ー
コ
ロ
女
の
経
済
循

環
、
活
性
化
策
は
。

課題がクタい高浜の農業

た め ら
団嘔 団 団
昨
年
度
は
処
理
量
８
６
８
３ｍ

で
１
６
８
５
万
２
千
円
の
予

算
を
計
上
し
た
。

産
業
廃
棄
物
処
理
費
用
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
細
か
な
分
別
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。

分
別
作
業
と
処
理
を
行

い
な
が

、
同
時
に
清
掃
作
業
も
あ
る
た

、
仮
置
き
場
に
滞

っ
て
し
ま

っ

園
な
が
ら
対
策
を
検
討
す
る
。

季
節
ご
と
に

一
旦
ご
み
置
き

場
を
綺
麗
に
で
き
な
い
か
。

予
算
の
範
囲
内
で
作
業
期
間

を
精
査
す
る
。

必
要
な
予
算
で
あ
れ
ば
補
正

予
算
で
計
上
す
る
。

ワ
ク
チ

ン
接
種

が

一
旦
整

う
、
１０
～
Ｈ
月
の
状
況
を
見

マリンスポーツ
事故の対応策は

一　
般
　
質
　
問
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◆
い
き
い
き
ダ
ウ
ン
高
浜
経
営
者

と
し
て
町
長
に
説
明
を
求
む

で
き
な
か

っ
た
。
遅
れ
た
部
分
に

関
し
て
町
民
の
皆
様
に
お
詫
び
し

た
い
。
い
き
い
き
タ
ウ
ン
は
道

の

駅
オ
ー
プ

ン
当
初

は
よ
か

っ
た

が
、
指
定
管
理
後
、
清
算
せ
ず

に

町
事
業

の
受
け
皿
と
し
て
残
し
、

イ
チ
ゴ
や
ト

マ
ト
の
施
設
園
芸
経

営
者
の
事
業
主
に
リ
ー
ス
す
る
た

め
補
助
金

で
施
設
整
備
を
し
た
。

こ
の
補
助
金
導
入
施
設
も
い
き
い

き
タ
ウ
ン
が
所
有
の
為
、
処
分
で

き
な
い
。
今
後
は
い
き
い
き
タ
ウ

ン
直
営

の
大
型
施
設
は
民
間
同
業

者
に
栽
培
委
託
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
。
大
規
模
施
設
園
芸
を
直

営
し
町
の
借
入
れ
、
貸
付
け
を
含

む
と
１
億
３
、
４
千
万
円
く
ら
い

あ
る
。
要
因
は
固
定
人
件
費
率
が

高

い
、
副
社
長
は
退
職
、
私
は
あ

て
職
の
社
長
で
あ
り
報
酬
は
な
い

が
責
任
は
あ
る
。
管
理
不
行
き
届

け
で
お
詫
び
し
、
し

っ
か
り
と
地

に
足
の
着
い
た
債
務
の
延
長
返
済

の
ス
キ
ー
ム
を
年
末
に
か
け
て
ま

と
め
上
げ
た
い
。

高
浜
ら
し
い
景
観
条
例
や
補
助
制

度
を
作
る
計
画
は
な
い
の
か
。

景
観
基
本
計
画
に
よ
る
公
共

施
設
の
景
観
配
慮
を
し
て
き

た
。
今
後
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
戦
略
会
議
に
よ
る
重
点
項

目
に
景
観
ル
ー
ル
の
検
討
を
挙
げ

て
お
り
、
慎
重
に
住
民
合
意
形
成

を
進
め
、
景
観
条
例
の
策
定
と
必

要
な
支
援
制
度

の
検
討
も
行

っ
て

い
ノ＼
。

発
行
日

一
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
）

ロ嘔
第
ニ
セ
グ
ダ
ー
い
き
い
き
夕

ウ
ン
高
浜
は
道
の
駅
運
営
会

社
と
し
て
平
成
１３
年
に
設
立
さ
れ

た
が
赤
字
経
営
と
な
り
民
間
業
者

へ
指
定
管
理
後
、
施
設
園
芸
管
理

会
社
と
な
る
。

平
成
３０
年
、
大
規
模
園
芸
施
設

を
建
設
し
た
が
工
期
の
遅
れ
や
技

術
者
、
人
手
不
足
や
病
害
発
生
で

収
穫
が
少
な
く
令
和
２
年
度
末
累

積
赤
字
が
９
８
５
７
万
円
と
な
る

と
の
報
告
を
受
け
た
が
、
議
会
当

初
町
長
の
冒
頭
説
明
が
な
い
。
謝

罪
反
省
、
弁
済
、
企
業
の
改
善
策

な
ど
の
町
民

へ
の
説
明
報
告
が
あ

る
べ
き
。
経
営
者
と
し
て
企
業
運

営
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

◆
高
浜
町
の
景
観
対
策
は

ｍＷ煽導近田丁徹蜘瑚劉瑚晦剛蹴

立
ち
街
中
景
観
が
悪
化
し
て
い
る
。

６
月
議
会
冒
頭
説
明
は
詳
細

が
ま
と
ま

つ
て
い
な
い
た
め

大規模園去施設でミニトマトを栽培

高浜駅前景観

国

一　
般
　
質
　
問



予
算
決
算

常
任
委
員
会
報
告
　
委
員
長
磯

部

武

史

【商
工
観
光
費
】
観
光
施
設
管
理
事
業

夏
期
観
光
事
業
支
援
金
１
４
６
０
万
円

ｍ
ｕ
対
象
事
業
者
を
Ａ
枠
に
海
水
浴
場
開

設
時
に
営
業
し
て
い
た
事
業
者
２２
万
円
×

６。
件
で
１
３
２
０
万
円
、
Ｂ
枠
に
海
水
浴
場

開
設
時
に
営
業
を
自
粛
し
て
い
た
事
業
者

１０
万
円
ｘ
ｌ４
件
で
１
４
０
万
円
と
し
て
分

け
て
あ
る
が
、
Ａ
枠
Ｂ
枠
差
別
な
く
同
様
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
は
。

ｍ
］
安
全
安
心
海
構
築
会
議
な
ど
で
事
業

者
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
営
業
、
自
粛

の
判
断
を
さ
れ
た
。

当
初
、
支
援
金
の
予
定
は
な
か

っ
た
が
、

盆
前
の
自
粛
要
請
に
い
た

っ
た
こ
と
か
ら

経
営
的
影
響

へ
の
支
援
、
ま
た
、
当
初
か
ら

自
粛
さ
れ
た
事
業
者

に
来
年
度
以
降
頑

張

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
合

い
で
支
援

金
と
し
て
助
成
す
る
。

【討
論
は
特
に
な
く
、
賛
成
多
数
で
可
決
】

■
令
和
２
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

【総
務
費
】
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

〔
〕
募
集
経
費
の
削
減
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

開
い
募
集
経
費
と
は
専
用
サ
イ
洋
に
か
か

る
経
費
、
シ
ス
テ
ム
使
用
料
、
カ
ー
ド
決
済

な
ど
に
か
か
る
経
費
で
あ
る
。募
集
経
費
を

２
割
以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
ギ
リ
ギ
リ
の

状
態

で
あ
る
た
め
削
減
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

【民
生
費

・
衛
生
費
】

障
が
い
者
雇
用
支
援
事
業

衛
】
６０
歳
定
年
と
聞
い
て
い
る
が
６５
歳
に

で
き
な
い
か
。首
同
齢
者
雇
用
安
定
法
で
も
６５

歳
ま
で
一屋
用
と
な
っ
て
い
る
。

閲
四
社
協
の
事
業
で
行

っ
て
い
る
が
、
契
約

は
原
則
と
し
て
６。
歳
と
な

っ
て
い
る
。

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て
来
ら
れ
る

方
な
ど
も
あ
り
、
作
業
量
が

一
気
に
増
え
る

こ
と
も
な
い
た
め
、
民
間
の
事
業
展
開
を
見

定
め
対
応
し
て
い
く
が
、
い
」
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

ｎ
】
障
が
い
の
あ
る
方
が
成
年
に
な
っ
て
、

職
を
求
め
て
他
市
に
行
っ
て
い
る
。障
が
い

者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
職
場
確
保
に
カ

を
入
れ
る
べ
き
。

開
榔
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
園
芸

ハ
ウ
ス
な
ど
町
内

事
業
者
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。社
協

が
緑

ヶ
丘
で
障
が
い
者

の
居
場
所
を
作

っ

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
開
拓
も

進
め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
包
括支
援
セ
ン
ダ
ー
運
営
事
業

ｍ
ｕ
産
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
旅
館
使
用
料
に

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
、

認
定
も
課
題
残
る

◇
９
月
１３
日
（月
）
～
１５
日
（水
）

■
令
和
３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正

予
算

（第
２
号
）

【農
林
水
産
業
費
】

園
芸
産
地
育
成
強
化
事
業
８
２
８
万
円

ｎ
ｗ
町
内
の
大
規
模
園
芸
事
業
者
と
し
て
、

い
き
い
き
ダ
ウ
ン
高
浜
、
な
が
の
農
園
、

ジ
ョ
リ
ー
フ
ア
ー
ム
、
内
浦
Ｈ
＆
Ｓ
グ
リ
エ

イ
ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
事
業
化
に

至
っ
た
原
因
は
い
き
い
き
ダ
ウ
ン
の
赤
字

で
は
な
い
の
か
。

ｍ
四

い
き
い
き
タ
ウ
ン
が
端
を
発
し
て
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
福
井
県
下
で
も
高
浜

町
の
施
設
園
芸
は
大
き
な
規
模
で
あ
る
。
ま

た
、
福
井
和
郷
の
工
場
誘
致
も
実
現
し
て
い

Ｚρ
。安

定
し
た
事
業
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、

町
内
の
事
業
者
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
福

井
和
郷
に
作
業
計
画
や
投
入
工
数
、
人
材
育

成
や
農
場
運
営
機
能
改
善
の
提
案
、
作
業
支

援
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
長
期
的
な
経
営
プ

つ
い
て
、
利
用
で
き
る
回
数
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

ｍ
り
要
望
等
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
が
、
現

段
階
で
は
ま
だ
体
制
が
整

っ
て
お
ら
ず
難

し
い
。

▼
保
育
所
整
備
事
業

ｎ
〕
薗
部
地
係
に
移
転
す
る
が
、
地
区
に

よ

っ
て
は
遠
く
な
る
。送
迎
に
つ
い
て
の
考

え
を
。

園
Ш
保
護
者
説
明
会
で
も
質
問
が
あ

っ
た

が
、
送
迎
バ
ス
に
す
る
と
範
囲
が
広
く
な
り

経
費
も
か
か
る
。
ンに
れ
ま
で
通
り
送
迎
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【労
働
費

・
農
林
水
産
業
費

・
商
工
費
】

高
浜
漁
港
再
整
備
事
業

〔
〕
サ
ッ
プ
と
漁
船
が
衝
突
す
る
事
故
が

発
生
し
た
。
和
田
の
漁
業
者
が
高
浜
漁
港
で

水
揚
げ
を
行
い
最
短
ル
ー
ト
で
寄
港
す
る

こ
と
が
要
因
の
１

つ
だ
と
考
え
る
。
こ
う

い
っ
た
事
故
が
２
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う

な
ル
ー
ル
作
り
を
。

ｍ
醐

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
季
節
的
な

こ
と
、
時
間
帯
的
な
こ
と
、
各
事
業
者
が
共

通
認
識
と
し
て
の
エ
リ
ア
分
け
を
協
議
し

て
い
き
た
い
。

▼
城
山
周
辺
再
整
備
事
業

間
】
城
山
荘
の
新
築
に
つ
い
て
羽
状
は
ど

う
か
。

閲
螂
現
在
指
定
管
理
者
は
せ
く
み
屋

で
あ

ラ
ン
の
確
立
を
目
指
す
。

固
Ｈ

い
き
い
き
ダ
ウ
ン
の
赤
字
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
で
町
長
の
答
弁
の
中
に
、
人
件
費

率
が
高
い
こ
と
が
原
因
の
１
つ
で
あ
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
。

役
員
の
定
年
や
そ
の
後
の
経
営
計
画
は

ど
う
か
。

関
四
経
理
の
で
き
る
人
材
、
技
術
的
な
面
か

ら
の
人
員
配
置
、
人
件
費
割
合
な
ど
を
精
査

し
て
い
る
。
１２
月
に
は
経
営
計
画
を
示
し
た

る
が
、
ほ
ぼ
発
電
所
関
連
の
従
業
員
の
利
用

と
な

っ
て
い
る
。高
浜
町
と
し
て
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
泊
機
能
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能

の
あ
り
方
な
ど
再
検
討
す
る

時
期
に
な

っ
て
き
た
の
か
と
考
え
て
い
る
。

▼
観
光
振
興
事
業

〔
】
約
２０
年
前
の
入
込
数
１
０
０
万
人
と

い
う
時
代
で
は
な
い
の
で
、
若
狭
高
浜
観

光
協
会
な
ど
組
織
の
在
り
方
を
考
え
な
い

と
、
補
助
金
渡
し
て
ほ
ぼ
人
件
費
だ
け
で

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

孤
Ш
観
光
協
会
、
商
工
会
に
実
質
人
件
費

も
含
め
た
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定
管
理
の
施
設
で
あ

っ
た
ら
対

価
、
評
価
、
成
果
、
そ
し
て
役
場
が
か
か
わ

っ

て
改
善
計
画
や
次
年
度

の
目
標
を
決
め
、

適
切
な
指
定
管
理
料
な
の
か
評
価
し
て
い

▼
青
葉
山
健
康
長
寿
の
里
事
業

〔
】
薬
草
産
地
化
推
進
事
業
と
合
わ
せ
て

３
４
０
０
万
円
近
い
費
用
が
投
じ
ら
れ
て

い
る
。
薬
草
産
地
化
と
い
う
見
込
み
が
あ
っ

て
続
け
て
い
く
の
か
。
薬
草
を
産
地
化
す

る
た
め
に
は
ハ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
が
な
く

て
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
以
前
の
青

少
年
旅
行
村
的
な
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

開
い
青
少
年
旅
行
村
と
い
う
教
育
部
門

の

体
験
施
設
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
改
修
し
て
、

薬
草
事
業
に
１
つ
の
拠
点
と
補
助
金
交
付

金
を
い
た
だ
く
上
で
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
薬
草
と
い
う
位
置
づ
け
で
整
備
を

し
て
い
く
。

【教
育
費
】
小
学
校
施
設
整
備
事
業

間
】
４
校
の
中
で
建
物
等
の
改
修
個
所
は

ど
れ
く
ら
い
把
握
し
て
い
る
か
。

ｍ
り
優
先
順
位
で
は
和
田
小
学
校
で
あ
る
。

棟
が
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
お
り
２
～
３

年
か
け
て
の
改
惨
に
な
る
。

●
総
括
質
疑

ｎ
】
子
宝
手
当
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、

町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
事
業
で
町
長
に
任
期

の
令
和
５
年
度
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
あ
る
程
度
の
期
間
取
り
組
む
ベ

き
事
業
だ
と
考
え
、
子
宝
手
当
支
援
事
業

を
条
例
化
し
、
た
と
え
町
長
が
変
わ
ら
れ

て
も
あ
る
程
度
長
期
的
に
続
け
ら
れ
な
い

か
。

ｍ
い
た
し
か
に
短
期
間
で
効
果
が
出
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
条
例
化
、
基
金
化
と

い
う
の
も
１
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
の

で
検
討
す
る
。

議
員
間
自
由
討
議

０
子
宝
手
当
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
反
対
者
も

い
な
い
と
思
う
の
で
議
員
提
案
の
条
例
化
な
ど

の
可
能
性
も
含
め
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
審

議
す
る
。

０
第
三
セ
タ
タ
ー
い
き
い
き
タ
ウ
ン
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
質
疑
が
集
中
し
た
が
、
１２
月
に
新
た

な
体
制
と
改
善
計
画
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
議
会
と
し
て
も
、
特
に
所
管
の
総
務
産

業
常
任
委
員
会
で
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

●
企
業
誘
致
に
対
し
て
担
当
課
、
窓
□
が
あ
い
ま

い
で
あ
り
企
業
誘
致
を
担
当
す
る
組
織
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

０
地
域
共
生
に
つ
い
て
関
西
電
力
と
の
約
束
も
あ

り
積
極
的
に
協
力
を
求
め
て
い
け
ば
ど
う
か
ｏ

０
ま
ち
な
か
交
流
館
に
つ
い
て
若
い
女
性
だ
け
で

な
く
幅
広
い
年
代
の
方
、
子
ど
も
た
ち
と
の
接

点
な
ど
の
場
に
で
き
な
い
か
。

０
ま
ち
な
か
交
流
館
が
始
ま
っ
た
頃
と
は
趣
旨
が

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
受
け
入
れ
が
た
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
に
合

わ
せ
た
施
設
に
変
え
、
現
在
し
っ
か
り
と
や
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
も
評
価
で
き
る
。

【討
論
は
特
に
な
く
、
賛
成
多
数
で
認
定
】

発
行
日

¨
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
）

ハーバルビレッジ
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総
務
産
業

常
任
委
員
会
報
告
　
委
員
長
井

ノ

元

康

夫

困回

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
事
業
の

運
営
と
包
括
的
民
間
委
託
に
質
問
多
数

◇
９
月
１６
日
（木
）

総
務
課
と
も
調
整
し
９
月
補
正
で
計
上
。

■
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
普
天

間
基
地
の
沖
縄
県
外
、
国
外
移
転
に
つ

い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に
基

づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ

き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
委
員
か
ら
は
、
国
策
で
あ
り
、
最
大
限

の
負
担
軽
減
を
国
が
責
任
を
持

っ
て
行
う

こ
と
。
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

■
地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択

委
員
か
ら
は
、
地
方
自
治
体
の
財
源
増

を
要
望
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
対
す
る
福

祉
向
上
に
繋
が
る
な
ど
の
意
見
で
あ
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

固
】
管
路
清
掃
委
託
料
に
つ
い
て
、
場
所

と
補
正
の
時
期
な
の
か
。

ｍ口
車
持
地
区
で
、
延
長
４
２
８
ｌ
ｍ
。

■
令
和
３
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

〔
〕
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
る
削
減
と
あ

る
が
、
民
間
委
託
、
事
務
委
託
の
関
係
な

の
か
。

ｎ
田
職
員
１
名
分
の
減
額
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

面
〕
簡
易
水
道
の
使
用
世
帯
数
は
。

一困
］
‐
７
４
世
帯
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

間
】

一
般
会
計
繰
出
金
が
増
え
た
理
由
は
。

ｎ
ｗ
長
寿
命
化
工
事
で
４
６
０
０
万
円
増
。

管
渠
布
設
工
事
で
は
３
２
０
０
万
円
増
が

主
な
も
の
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

修
繕
料
の
内
訳
に
つ
い
て
。

９
施
設
の
修
繕
費
、
１
６
９
０
万
円
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
取
り
換
え
工
事
に
、
１

２
０
万
円
。
各
施
設
保
守
点
検
業
務
委
託

料
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

面
】
人
口
減
少
を
見
据
え
計
画
は
出
来
て

い
る
の
か
。

ｎ
ｗ
様
々
な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

今
後
料
金
改
定
も
含
め
、
経
営
改
善
に
取

り
組
む
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

〔
】
割
り
引
い
て
売
却
す
る
か
、
何
か
付

加
価
値
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

ｍ
Ｗ
鑑
定
価
格
以
下
の
設
定
は
難
し
い
。

付
加
価
値
の
提
案
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

行
く
。

■
令
和
３
年
度
高
浜
町
道
路
用
地
先
行

取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１

田巧
）
間
】
日
置
交
差
点
も
範
囲
に
入
る
の
か
。

ｎ
ｗ
青
海
神
社
東
側
か
ら
青
郷
駅
間
で
、

日
置
交
差
点
も
範
囲
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
道
路
用
地
先
行

取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定面
】
７６
筆
中
２６
筆
が
取
得
さ
れ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
。

Ａ
ｗ
国
交
省
が
調
査
し
て
金
額
を
決
定
す

る
。
ス
ム
ー
ズ
に
交
渉
は
進
ん
で
い
る
。

■
橋
梁
補
修
工
事

清
水
橋
請
負
契
約

困回
老
朽
の
度
合
い
に
つ
い
て
。

１
か
ら
４
判
定
の
度
合
い
に
分
け
て

い
る
。
清
水
橋
は
２
判
定
で
あ
る
。

議案第 60号清水橋の様子

峯安

『貝

〈
石

範
報

生
口
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厚
生
文
教

常
任
委
員
会
報
告
　
委
員
長
廣

瀬

と

，レ
子

国
保
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
と

特
別
会
計
決
算
認
定
を
４
件
審
議

◇
９
月
檸
日
（金
）

■
令
和
３
年
度
高
浜
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

ｍ
〕
高
浜
町
デ
ー
ダ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
何

か
。

ｍ
り
平
成
３０
年
度
か
ら
、
令
和
２
年
度
に

か
け
て
の
３
ヵ
年

の
計
画
で
、
特
定
検
診

未
受
診
者

へ
の
検
診

の
勧
奨
や
検
診
受
診

者

へ
の
保
健
指
導
等
に
よ
り
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
、
個

々
に
あ

っ
た
健
康
指
導

の
進
め
方
を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

間
】
国
保
で
は
前
年
度
黒
字
分
を
９
月
補

正
で
基
金
積
立
を
行
う
の
か
。

ｎ
］
９
月
補
正
で
行
う
。
２
年
度
繰
越
金

と
返
還
金
の
差
額
分
を
積
立
す
る
。

■
令
和
３
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

困回
介
護
保
険
の
第
８
期
は
今
年
か
ら
か
。

第
８
期
は
今
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
３
ヵ
年
で
あ
る
。

ｎ
Ｗ
９
月
補
正
で
は
実
質
収
支
黒
字
分
全

額
は
扱
わ
な
い
の
か
。

ｎ
ｗ
９
月
補
正
は
、
２
年
度
決
算
に
伴
う

追
加
交
付
金
と
返
還
金
部
分
の
黒
字
分
を
、

準
備
基
金
に
積
み
立
て
る
予
算
計
上
で
あ

る
。
そ
の
他
保
険
料

の
余
剰
金
、
繰
越
分

は
３
月
補
正
で
精
算
の
上
、
計
上
す
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

ｎ
ｗ
県
が
示
す
保
険
料
は
何
を
根
拠
に
し

て
い
る
か
。

Ａ
］
３
ヵ
年
の
医
療
費
、
被
保
険
者
数
の

動
向
等
を
総
合
的
に
考
虜
し
て
保
険
料
率

を
算
定
。
県
は
、
今
後
県
下
統

一
し
た
保

険
料
に
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

面
】
活
動
財
源
は
３
５
０
０
万
円
の
範
囲

で
行
う
の
か
。

孤
ｗ
寄
附
講
座
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
予
算

内
で
活
動
す
る
。
医
師
の
確
保
に
繋
が
る

と
考
え
て
お
り
、
連
携
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
大
学
側
も
嶺
南
を
非
常
に
意

識
し
て
お
り
、
そ
の

一
番
中
心
に
な
る
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。

困回
診
療
所
医
師
、
看
護
師
の
数
は
。

今
年
度
ド
ク
タ
１
２
名
、
寄
附
講
座

４
名
、
看
護
師
３
名
。

◆
令
和
２
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

回

第
フ
期
は
毎
年
２
０
０
０
万
円
以
上

の
基
金
積
立
が
あ
っ
た
。
保
険
料
算
出
は

適
正
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
〕
第
７
期
は
国
の
推
計
シ
ス
テ
ム
を

使

っ
て
必
要
額
を
計
算
し
、
そ
の
段
階

の

基
金
準
備
残
高
と
基
金
取
り
崩
し
額
を
決

定
し
算
定
し
た
。
先
を
見
越
し
た
保
険
料

算
定
で
は
な
い
。
第
８
期
は
準
備
基
金
を

取
崩
し
、
保
険
料
を
３
０
０
円
下
げ
る
。

そ
の
他
審
議
し
た
議
案

■
令
和
２
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

■
高
浜
町
指
定
ゴ
ミ
袋
購
入
契
約

発
行
日

【
令
和
３
年
１０
月
２２
日
（金
）
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歳入10億6,167万 1,791円
サービス収入 0,4%

繰越金 20%

歳出10億4,557万308円
基金積立金 2.0%  諸支出金 0.3%

総務費 17%

葉
安

田員

〈
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飾
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生
口
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二元代表制の一翼を担う町議会では、町民の皆

様の負託を受けて、多様なニーズの反映や迅速な

意思決定の役割を果たしていく為にも、議会機能

の維持を図ることは大変重要であります。

議案審査以外にも、時代の流れとともに、日々

進化している高浜巴丁議会での取り組みをご紹介致

します!

れ，
“一
〓ヽ…ィ一

全国議長会からは、全国地方議会

に向け適正な措置が求められており、

この整備をすることで、より有権者に

もわかりやすく、より議会の多様性が

広が
')ま
した!

こんな風に
進fとしています!蝙鳴|

・議員は選挙で通称を使うことができますが、当選してからの議

会渚動において、各議会で通称・旧姓使用ができるようにする整

備が必要でした。そこで高浜町議会でも、通称・旧姓での活動が

できるよう要頂を作成し、議長の許可があれば通称・旧姓での活

動が可能となりました。

今まで、議員の欠席の届出については公務・傷病・出産その他

の事故のための欠席という明記しかありませんでしたが、そこに

育児・看護・介護・配偶者の出産補助その他のやむ得ない事由

を追記し、欠席の届出の幅が広がりました!また産前産後期間を取

扱できるように第二頂を新設しました。

構
〓　
歯
．

ゴ名冨      基更F 一， 一　
“唱一　
一一４一れ一川
一ｒｉ‐‥……，

ゴてち蓼薔岳鼻艶ふ旨
様な層の

く!

頃

新たに欠席事由が明記されたことに

より、女性を含めた多様な層も住民

がより議会に参画しやすくなる為の環

境整備となりました!この動きは全国地

方議会にも広がつてきています!

高浜町議会では現在、より議会機能を高めるためにも議会改革

に力を入れており、各委員会において、議会基本条例の制定をは

じめ、通年議会、議員報酬の見直し、議員定数の見直しの議論も

始まってきています。

また広報委員会としてもより町民の皆様に「わかりやすい議会」

「議会の透明化」をモットーに、こども議会や、議会見学会等、さ

まざまな取り組みをしたいと考えていますので、今後の高浜町議会

の進化を乞うご期待ください‖

▲こども議会イメージ

<体験型見学会のチラン(案 )

(児玉千明)

代表監査委員/松 本 有 策 監査委員/井 上 順 也

|!,||十
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令和 2年度における高浜町の一般会計、特別会計並

びに公営企業会計の歳入歳出決算について、それぞれ

の決算書類及び出納事務などの関係諸帳簿、その計数、

正確性を確認するとともに、適正かつ効率的に執行さ

れたかなど細部にわたり調査、照合した。

また、財政運営の状況等については、例月出納検査

■一般会計の決算概要

>歳入総額
130億822万2,963円 (対前年度比12.8%増 )

収入の主体である町税は歳入の 30.50/Oで 昨年度比 1.0°/。

増加し、39億 6,975万 5,801円 となった。

レ歳出総額

123億5,167万4,808円 (対前年度比16.8%増 )

最も大きかつた費目は総務費で、31億 5,534万 5,343円 、

歳出の25,60/Oを 占め、昨年度比 58,OO/O増加 した。主な増

加原因のコロナ対策費約 14億 6千万円や保育所整備基金積

立事業、情報公開等事務事業、中町住宅解体事業等に支出

した。

■まとめ

●財政的には余裕はないが若千の政策的支出の余地を

持ち、将来的にも大きな負担を残す状況ではないと

いえる。

ただ、経営不振の第ニセクター、株式会社いきい

きタウン高浜の今後の経営動向によっては、町財政

に何らかの負担を強いる可能性もありますので、こ

れを防止すべく最善の対策を講じられるようお願い

する。

【工事監査の状況】

6次産業施設∪MIKARA

及び定例監査等を通 じて、関係職員にも説明を求め審

査した。

6月 29日 から8月 20日 まで行った審査の結果、そ

の計数はいずれも関係諸帳簿と符合して正確であり、

その内容も適正に処理されていたことを確認した。

■特別会計の決算概要

>歳入総額
(前年度比1.7%増 )

>歳出総額
34億 1,786万 8,418円 (前年度比1.6%増 )

国民健康保険特別会計では、コロナの影響に

よる受診者数の減少であったが、実質収支額は 2,

112万 9,859円の黒字だつた。

介護保険特別会計では、低所得者への保険料

軽減措置や国県負担金の減少などであったが、

実質収支は 1,610万 1,483円の黒字だつた。

0現在進行中の国のエネルギー基本計画の見直しで

は、原子力発電所のリプレースや新増設についての

言及はなく、 10年後のその先については不透明感
が漂いますが、まずはこの 10年間を、「くるむ
つなぐ かがやく、自然とともにある暮らし、若狭
たかはま」の実現のために(総力を挙げて取り組ん
で頂くことを念願する。

令和 2年度

決算監査結果報告資料

横断5号線新設事業

発
行
日

一
令
和
３
年
１０
月
２２
Ｂ
（金
）
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議覺の通称可日姓使用が可能になりました!

会議規則を変更、出慶や介護での1欠席理由が可能に1
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他
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浜町議会アドバイザーの設置及ぴ
高浜町議会基本乗伊uに関する政策提 !

今回、関東学院大学牧瀬稔准教授を高浜町議会アドバイザーとして迎え入れ、高浜町議会基本条

例の制定に向けた政策提言を関東学院大学の大学生を交えた意見交換会 (計 3回 )を開催し、政策提

言を得ることを目的として実施する。

今後、議会改革の推進として、トータル的な高浜町議会におけるアドバイザーとして委l属する。

大学生の意見を議会基本条例に盛り込む事が出来れば、全国初の試みとなる。

「
I

I

I

I

I

I

I

L

１０
月
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
事
態
宣
言
と
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
全
国
で
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
で
の
新
た
な
生
活
様

式
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
油
断
す

る
こ
と
な
く
感
染
対
策
等
に
万
全
を
期

し
て
過
ご
し
て
い
き
ま
し
よ
う
ｏ

本
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
や
議
論
を
積
み
重
ね
、

今
号
か
ら
ト
ピ

ツ
ク
ス
や

一
般
質
問
等

の
欄
を
よ
り
見
や
す
く
変
え
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
議
会
の
動
き
や
内
容

が
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
編
集

を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
率
直
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

大

塚

ひ
と

み

広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

河

島

浩

彦

児

玉

千

明

松

井

昭

人

松

岡

茂

和

井

上

順

也

大

塚

ひ

と

み

基本条例素案に係る /ヽVEB研修会の様子

これまでの経緯

高浜町議会では、約2年を費やし高浜町議会基本条例の制定及び実用化に向け検討を重ね、

条例素案の作成に至つた。しかし、その内容の実用性や法令における確認等において、当議

会内での専門的な検証は不十分であることから、WEB研修会でお世話になったことをきっか
けに、このたび高浜町議会アドバイザーとして委l属することとなった。

¬

」
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